
平成21年度石川県水産振興協議会次第

平成22年3月16日(火)

14:00′-16:30

県庁2階202会議室

Ⅰ　開　会

Ⅱ　挨　拶

桶屋農林水産部長

Ⅲ　議　題

1)　会長の選出･ ･小川委員を会長に選出

2)水産振興に関する施策について

3)漁業就業者の確保育成について

4)漁業士の認定について

5)∫　平成21年度水産総合センター研究成果概要

Ⅳ　その他

Ⅴ　閉　会



※　主な発言内容

2)水産振興に関する施策について

･石川の魚はもっとPRが必要と思う｡

･漁業士などの活動に水産業界漁普及員も積極的に関わってほしい0

･漁業者が急潮対策を目で見て実感できる水槽実験施設を整備してほしい｡

･七尾湾でのアカガイに加え､トリガイも積極的に取り組んでほしい｡

3)　漁業就業者の確保育成について

･担い手だけでなく､女性部活動､漁村地域活動も衰退傾向にある

･給料等の雇用条件を明示することも安定就業のためには必要と思う｡

･漁業者間に若い就業者が相談できる同年代もしくは先輩くらいの相手が

少ない｡相談相手がいれば仕事を簡単に辞めたりしないと思う｡

･今の若者は自分が取り組めるテーマをみつければ一生懸命取り組む｡

ただテーマを見つける､興味をもつことが苦手なだけ｡

･長期的な視点だが､子供達に地元の魚を好きになってもらうことが必要｡

おいしい魚を獲る漁業が重要な仕事であることを知ってもらいたい｡

4)　漁業士の認定について

･漁業士候補者の掘り起こしが必要でないか｡

･女性漁業士会の活動-も支援してほしい｡

5)平成21年度　水産総合センター研究成果概要

水産総合センターから以下の研究内容を報告

①　カジカの人工産卵床造成手法の検討

(塾トラフグの産卵場調査

③　底泥の粒度がアカアマダイの巣穴形成に及ぼす影響

④　船上集魚灯によるスルメイカの集魚機構の解明

(9　定置網の急潮対策

⑥　ブリ若齢魚の回遊生態の解明

⑦　石川の四季の魚データベースの提供

⑧　アカモクの増養殖技術開発試験


